
  

昨年は日々の保育にご理解とご協力をありがとうございました。年が明けると早くも１歳児クラスりす

組への進級が見えてきます。子どもたちひとりひとりの成長・発達をたくさん見せてもらえるこの 0 歳児

クラス。残りの２ヶ月間を楽しみながら丁寧に過ごしていきたいと思います。職員一同、今年もどうぞよろ

しくお願い致します！ 

＊＊＊食事について＊＊＊ 

ひよこ組では、それぞれの発達に合わせた離乳食の提供をしています。 

★食べる時のスタイルでは、「大人の膝に座って食べる」から、 

歩行が始まり安定してきたら「椅子に座って食べる」へと移行していきます。 

大人の膝に座って食べるときも同様ですが、子どもの姿勢が正しいか確認 

しながら進めています。また、自分で食べ進められるようになっていくと、子ども 2 人に対して大人が 1 人、

というスタイルへ移行していきます。 

 

 

 

★食べる時の方法では、「大人にスプーンで口へ運んでもらい食べる」から、「手づかみをして食べる」になり、

「スプーンを使って食べる」へと移行していきます。食事の形態が進む中で、完了食の頃から子どもの興味を

見ながらスプーンを持ったり、大人と一緒に自分でスプーンを口へ運ぶことも始めます。移行食からは大皿

での提供となり、ごはん、おかずが同じお皿に入ります。さらに、スプーンで一口量ずつすくって食べることも

始めます。 

 

 

 

そのため、クラスでは様々なスタイルで食べる子どもたちを見ることができます。 

毎日の食事の中で大切にしていることがあります。「安全性」「発達段階に即した援助」「自己決定」「たのしく

食べる」です。ここでひとつエピソードを。大人が小皿にごはんをのせると、それを見て「ううん」と首を振って

他のお皿を指差し、大人へ伝える姿がありました。指差して知らせたものを小皿にのせるとうれしそうに食べ

始めました。子どもの意思を大切にしながら、楽しい食事の時間を作ることを心がけています。 

 

＊＊朝ごはん＊＊ 

子ども達の食事が進んで行く中で、ミルクが主だったのが、朝食・昼食・おやつ・夕食へと変わっていきます

（園では、主に昼食・おやつの提供となります）。子どもによって必要な食事量は異なると思いますが、「朝食

は毎日食べる」ができるといいなと考えています。朝ごはんを食べることで、身体のリズムが整う、集中

力が出る、やる気が出る、脳が動く、体温が上がるといった効果があるそうです。量としては、離乳食の食べ

る量と同じくらい。おすすめはお米ということですが、もちろんパンでも。パンは食パンがおすすめだ

そうですよ。朝食を食べて、元気いっぱいな一日を過ごしましょう！ 


